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会 長  赤塚 美樹 
    

  



第 45 回日本造血･免疫細胞療法学会 総会(JSTCT2023)の開催にあたって  

謹啓 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、平素より格別のご理解とご協力

を賜り、厚くお礼申し上げます。  

この度、第 45 回日本造血・免疫細胞療法学会 総会の会長を務めさせていただくことになりまし

た名古屋大学の赤塚美樹です。2023年 2月 10（金曜日）～12日（日曜日）の 3日間、名古屋国際会

議場での開催を予定しております。新型コロナウイルス感染症の状況にもよりますが、可能な限り

対面での開催を目指しております。名古屋での開催は 1978 年の第 1 回日本骨髄移植研究会（会長：

芳賀圭五先生）時代から数えると今回で 7回目となり、身の引き締まる思いでおります。 

本学術総会のメインテーマは「Let's get excited about new technologies in transplantation 

and cell therapy」といたしました。移植黎明期から現在に至るまで、シクロスポリンの導入、ド

ナーソースの多様化（非血縁、末梢血、臍帯血)、ミニ移植と PTCY、MSC や CAR-T など大きなブレイ

クスルーがありました。最近では次世代シーケンサーと AI を活用したシングルセル解析が開発され、

これまでにはないレベルで細胞動態が詳細に解るようになって来ました。このような新技術が移

植・免疫細胞治療における効果作用機序や合併症の原因の究明に貢献し、私たちを次なるステップ

に進めてくれることを体感できるような学会にしたいと考えております。各シンポジウムには国内

外の第一線の研究者をお招きし、まず冒頭に新技術の解説や総説を配し、全演者が発表終了後のパ

ネルディスカッションへ十分な時間を配します。Pro/Conやワークショップも、会場の皆様がディベ

ートにもっと双方的に参加できるような工夫を行いたいと思います。またオンライン講演はある意

味、時間や距離の制約を低減してくれたことから、より多くの海外演者をコメディカル向け企画も

含むさまざまなセッションにご参加いただく予定です。このような企画を通じて、一人でも多くの

学会参加者がエキサイトし、学んで、満足していただけるよう、年次集会プログラム委員会、運営

事務局一同、準備を進めて参ります。 

尚、本学会総会の開催に要する費用は、参加者の参加登録費を以って充当いたしますが、実際に

はこれだけで不十分であり、皆様方のご援助に頼らざるを得ないのが実情であります。 

つきましては、本学会総会が実り多いものになりますよう、格別のご支援を賜りたくお願い申し

上げる次第でございます。諸事厳しい折りに誠に恐縮ではございますが、本学会総会の趣旨をご理

解いただき協賛賜りますようお力添えのほどよろしくお願い申し上げます。 

  

また、各種共催申込に関しまして、日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性

ガイドライン」に基づき「共催企業と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に

従い、総会等の会合開催にかかる費用を公開することについて了承いたします。  

  

末筆ではありますが、貴社の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。  

謹 白  

 2022年 6月吉日  

第 45回日本造血･免疫細胞療法学会 総会  会 長  赤塚 美樹   
(名古屋大学大学院医学系研究科 分子細胞免疫学分野)  

  



開催概要 
  

1. 会議名称   第 45回日本造血･免疫細胞療法学会 総会  

45th JSTCT Annual Meeting (JSTCT2023)   

Japanese Society for Transplantation and Cellular Therapy  

 

2. 公 式 H P   https://site2.convention.co.jp/jstct2023/  

 

3. 主   催    第 45回日本造血･免疫細胞療法学会 総会 実行委員会  

 

4. 会   長    赤塚 美樹 (名古屋大学大学院医学系研究科 分子細胞免疫学分野)  

 

5. 会   期   2023年 2月 10日(金)～12 日(日)  

 

6. 会   場   名古屋国際会議場  

〒456-0036 愛知県名古屋市熱田区熱田西町 1番 1号  

Tel: 052-683-7711(代表)  

 

7. メインテーマ  Let's get excited about new technologies  

in transplantation and cell therapy 

 

8. 参  加  者  数  3,000名(予定)  

  

9. プログラム(予定)  

日程 朝 午  前 昼 午  後 夜 

2/10 

(金) 
- - - 

教育セミナー、 

HCTC 認定更新セミナー 他 
- 

2/11 

(土) 
- 

シンポジウム､ 

教育講演、 

コ･メディカル関連プログラム、 

HCTC ワークショップ、 

一般口演、 

ポスター閲覧、 

企業展示 他 

ランチョン 

セミナー 

会長シンポジウム、 

教育シンポジウム、教育講演、 

コ･メディカル関連プログラム、 

造血幹細胞移植推進事業フォーラム、 

一般口演、 

ポスター閲覧･セッション、 

アフタヌーンセミナー、 

企業展示 他 

- 

2/12 

(日) 

ブレックファー

ストセミナー 

シンポジウム､教育セミナー、 

コ･メディカル関連プログラム､ 

TRUMP2 説明会、 

合同シンポジウム、 

一般口演、ポスター閲覧、 

企業展示 他 

ランチョン 

セミナー 

プレナリーセッション､ 

シンポジウム、 

教育講演、教育セミナー、 

コ･メディカル関連プログラム､ 

チーム医療、 

HCTC ブラッシュアップ研修会、 

一般口演、 

ポスター閲覧･セッション、 

市民公開講座 他 

- 

  

  



10. 組織委員会名簿(一般社団法人日本造血･免疫細胞療法学会)     2022年 4月 18日現在  

  

理事長 豊嶋 崇徳 北海道大学大学院医学研究科 血液内科 

副理事長 高橋 聡 東京大学医科学研究所 臨床精密研究基盤社会連携研究部門 
 

福田 隆浩 国立がん研究センター中央病院 造血幹細胞移植科 

理事 赤塚 美樹 名古屋大学大学院医学系研究科 分子細胞免疫分野 

 熱田 由子 日本造血細胞移植データセンター 

 一戸 辰夫 広島大学原爆放射線医科学研究所 血液･腫瘍内科分野 

 井上 雅美 大阪母子医療センター 血液･腫瘍科 

 神田 善伸 自治医科大学附属病院 血液科 

 小林 良二 社会医療法人北楡会 札幌北楡病院 小児思春期科 

 高坂 久美子 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 看護部 

 高橋 義行 名古屋大学大学院医学系研究科 小児科学 

 田中 淳司 東京女子医科大学 血液内科学講座 

 谷口 修一 国家公務員共済組合連合会虎の門病院 血液内科 

 長藤 宏司 久留米大学医学部 内科学講座 血液･腫瘍内科部門 

 張替 秀郎 東北大学大学院医学系研究科 血液･免疫病学分野 

 日野 雅之 大阪市立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学 

 前田 嘉信 岡山大学 血液･腫瘍内科 

 宮本 敏浩 金沢大学医薬保健研究域医学系 血液内科学 

 森 文子 国立がん研究センター中央病院 看護部 

 森 毅彦 東京医科歯科大学 血液内科 

(五十音順･敬称略) 

 

11. 企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインについて 

各種共催申込に関しまして、日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライ

ン」に基づき「共催企業と医療機関及び医療関係者との 関係の透明性に関する指針」に従い、総会等

の会合開催にかかる費用を公開することについて了承いたします。  

 

12. 総会事務局   名古屋大学大学院医学系研究科 分子細胞免疫学分野   

  〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65番地  

 

13. お申込み･お問合せ先   

第45回日本造血･免疫細胞療法学会 総会 運営事務局     

日本コンベンションサービス株式会社 中部支社内 

〒460-0008 名古屋市中区栄2-10-19 名古屋商工会議所ビル6階 

TEL: 052-218-5822  E-mail: 45jstct@convention.co.jp  

  

  



コングレスバッグ広告  
  

1. 仕 様    

＊デザインは実際のものと異なる可能性があります。 

バッグサイズ  ：W 50cm×H 42cm ※折りたたみ時：W 11cm×H 11.5cm 

バッグ素材   ：リサイクルポリエステル 

ロゴ(広告)掲載サイズ：W 8cm×D 8cm （予定） 

ロゴ(広告)掲載場所：折り畳み個包装袋面にシール貼り付け   

  

2. 総 制 作 数  1,400 部(予定)  

  

3. 製作諸経費  2,100,000 円  

  

4. 配 布 対 象  総会参加者、及び関係機者  

  

5. 協賛費(税込) 400,000 円  

 

6. 募 集 数 5 社  

 

7. 広告料(税込)総額    2,000,000 円   

  

8. お申し込み方法･お申し込み期限  

オンラインによる受付となります。総会ホームページよりお申込みください。  

  【総会ホームページ URL： https://site2.convention.co.jp/jstct2023/】   

  

申込締切日：   2023年1月10日(火)必着  

※お申込後の解約は原則として認めませんのでご了承ください。  

 

9. 協賛社社名の掲載について 

 各種協賛にあたり、総会ホームページ内に貴社（貴団体）ロゴマークの掲載を予定しております。 

 ロゴマークのデータ概要はお申込後改めてご案内いたします。 

 

10. 広告料のお支払い  

広告掲載料の請求書、申込み締切り後にお送りします。  

請求書が届きましてから、期日までに指定の銀行口座にお振込みください。  

尚、総会開催までにご入金が確認できない場合は、お申し込みを取り消しする場合がございますので予

めご了承ください。  

また、銀行発行の振込控をもって、当方の領収書に代えさせていただきます。  

 

11. 申込み後のお取り消し、開催日時の変更･中止について 

申込後の取り消しについては原則お受けできません。やむを得ずお申込みを取り消される場合は、共催

費のご返金はいたしかねますので、予めご了承ください。  

天災･その他のやむを得ない事情、並びに事務局および運営事務局の責任に帰し得ない原因により学会

の開催日時を変更する場合があります。この変更により生じた共催社の損害は補償出来かねます。  

また、共催社は、この変更を理由とする共催申込みの取り消し、また契約を解除すること出来ません。  

なお、前述の原因により学会の開催中止を決定した場合に、別途協議し、対応方を決定いたします。  

   

ロゴ掲載イメージ 



ネームストラップ広告  
  

1. 仕 様    

＊デザインは実際のものと異なる可能性があります。 

ストラップサイズ：幅 15×長さ 900mm 

ストラップ素材 ：ポリエステル 

印刷色     ：1 色（ご希望のストラップ色を指定可能です） 

記載内容    ：貴社名（テキスト形式） 

 

2. 総 制 作 数  3,000 本(予定)  

  

3. 製作諸経費  1,000,000 円  

  

4. 配 布 対 象  総会参加者、及び関係機者  

  

5. 協賛費(税込) 300,000 円   

 

6. 募 集 数 3 社 

  

7. 広告料(税込)総額    900,000 円   

  

8. お申し込み方法･お申し込み期限  

オンラインによる受付となります。総会ホームページよりお申込みください。  

  【総会ホームページ URL： https://site2.convention.co.jp/jstct2023/】   

  

申込締切日：   2023年1月10日(火)必着  

※お申込後の解約は原則として認めませんのでご了承ください。  

 

9. 協賛社社名の掲載について 

 各種協賛にあたり、総会ホームページ内に貴社（貴団体）ロゴマークの掲載を予定しております。 

 ロゴマークのデータ概要はお申込後改めてご案内いたします。 

 

10. 広告料のお支払い  

広告掲載料の請求書、申込み締切り後にお送りします。  

請求書が届きましてから、期日までに指定の銀行口座にお振込みください。  

尚、総会開催までにご入金が確認できない場合は、お申し込みを取り消しする場合がございますので予

めご了承ください。  

また、銀行発行の振込控をもって、当方の領収書に代えさせていただきます。  

 

11. 申込み後のお取り消し、開催日時の変更･中止について 

申込後の取り消しについては原則お受けできません。やむを得ずお申込みを取り消される場合は、共催

費のご返金はいたしかねますので、予めご了承ください。  

天災･その他のやむを得ない事情、並びに事務局および運営事務局の責任に帰し得ない原因により学会

の開催日時を変更する場合があります。この変更により生じた共催社の損害は補償出来かねます。  

また、共催社は、この変更を理由とする共催申込みの取り消し、また契約を解除すること出来ません。  

なお、前述の原因により学会の開催中止を決定した場合に、別途協議し、対応方を決定いたします。  

    


